














































(2) 

脊椎動物の運動ニュ ー ロンが興奮してアセチルコリンが放出されると， アセチル

コリンを受容した筋細胞で活動電位が発生して， 膜電位が100mV近く上昇する。

しかし，運動ニュー ロンが興奮する時の神経終末へのCa 2十 の流入量を大きく低下

させると， 筋細胞で脱分極が生じないか， あるいは1mV程度の小さな脱分極しか

起こらなかった（図2)。 同じような小さい脱分極は， 運動ニューロンが興奮しない

時にも観察された。 何回もこの実験を行うと， 小さな膜電位上昇lつlつの大きさ

は，0.4 mV, 0. 8 mV, 1. 1 mV, 1. 6 mVでピ ー クを示した（図3)。 なお， 1つの

アセチルコリン受容体が引き起こす筋細胞の脱分極は， 1 mVの1万分の1程度で

ある。
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問4 図2と図3の実験結果によって， シナプスにおける神経伝達物質放出のどの

ようなしくみが明らかになったと考えられるか， 理由とともに100字程度で説

明せよ。

問5 神経伝達物質に限らず， 物質を細胞外に放出する現象は， 神経以外のさまざ

まな細胞にも観察される。 この現象の名前を答えよ。
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